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少年大会で採用されている体捌き競技についてであるが、少年大会では種目別混合
団体戦の中の1種目としてではなく、単独の競技種目として取り扱われている。その
理由としては種目別混合団体戦が1試合に要する時間が長いことが理由の一つではあ
るが、一番の理由は乱取競技に比べて「怪我をする危険性が極めて低い」ことが挙げら
れる。
乱取競技では相手に投げられたり倒されたりしたときに、身を守るために受身をと
らなければならない。受身をとらなければ重大な事故につながるからである。特に乱
取競技中には技を掛けられても何とか倒れまいと頑張ることになるので、どのタイミ
ングで受身をとるのかが重要になってくる。それに比べて「体捌き競技」は受身をとる
必要がないので、とても安全な競技といえる。
もう一つの理由としては、体捌き競技の手軽さが挙げられる。体捌き競技に参加す
るためには、合気道の基本動作である「運足法」と「手捌き」そして「短刀の突き方」を修
得するだけで良い。これに対して乱取競技に参加するためには、受身は勿論のこと、
乱取競技で使用が許されている「乱取基本技17本」という技全てを覚えなければならな
い。知らない技を掛けられることは、大怪我につながる可能性があるからである。
子どもにとって「競技そのものが安全であること」「初心者でも手軽に行えること」
は非常に重要な要素であるので、この意味において体捌き競技は子どもの大会に向い
ている競技であるといえる。
体捌き競技が単独の競技種目であることにより、子どもたちは小さい頃から乱取競
技の前段階ともいえる体捌き競技を沢山経験することができるので、将来的に「質の
高い乱取競技」ができるようになる可能性が高いといえる。それだからこそ、体捌き
競技は「質の高い大会」である必要があるのである。
ところで、体捌き競技の「安全性」と「手軽さ」を考えると、子供の大会だけではなく、
シニアの大会でも十分成立すると考えられる。積極的にシニアの年齢層に体捌き競技
の良さをアピールすることで、年齢に関係なく体捌き競技を楽しめる人々が増え、広
い意味で「合気道競技の人口増大」に繋がることになると考えられる。
さて、富木師範は幾つもの著書の中で「形と乱取は車の両輪の如くどちらも疎かに
せずに行うことが大切であり、形と乱取の偏りのない稽古が真の実力を身につける早
道である」という内容の説明をしている。そして「心・技・体」を養う最善の方法であ
るとも説いている。
体捌き競技は「目付」「間合い」「捌き」「移動力」といった合気道にとって最も重要
な部分に光を当てた競技であり、稽古すればするほど合気道全般の実力養成につなが
るという長所をもっている。そして体捌き競技を稽古することにより、乱取競技にお
いても「一足一刀の間合いから突く」「移動力と手捌きにより紙一重で体を捌く」「勝
機を捉えて入り身する（打ち込む）」といった技術性の高い、そして合気道競技の特徴を
生かした試合をすることが可能となるのである。
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しかしながら体捌き競技は「突き」対「捌き」という単純明快な競技であるがゆえに、
現行ルールにおける「公平性」についての課題は山積みである。
「短刀突きの本数制限」や「反則ポイントの在り方」などについて更に熟考していかな
ければならないが、最も大切なことはルールによる縛りをどうするかではなく、選手
一人ひとりの考え方が変わるように指導していくことだと考えている。
それでも体捌き競技が「単独種目」として少年大会で採用されていることを考える
と、一日も早く解決策を打ち出す必要がある。
「理想の乱取競技の実現」のためにも、競技の公平性を如何にして保つかについて考
えながら「体捌き競技」を普及・拡大していく所存である。
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